
Case study
Webex & Cisco Meraki

The bridge to possible

年次大会を現地とオンラインのハイブリッドで開催
アフターコロナを見据えた
イベントの新たな理想形を実現
2021 年 12 月 15 日からの 3 日間、大学 ICT 推進協議会の年次大会「AXIES2021」が開催され
ました。COVID-19 感染拡大に伴い完全オンラインで実施された昨年を経て、今回は史上初と
なる、幕張会場とオンラインのハイブリッドで開催。シスコは、実行委員会を務める慶應義塾
大学と協力し、ニューノーマルにおけるカンファレンスやイベントの理想形を実現するべく、
Webex と Cisco Meraki のテクノロジーを提供、本イベント開催を支援しました。

大学 ICT 推進協議会 
2021 年度 年次大会
開催期間
2021 年 12 月 15 日（水）～ 17 日（金）

開催地
幕張メッセ 国際会議場（ハイブリッド開催）

URL
https://axies.jp/conf/axies2021/
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ICT を利活用した教育・研究・経営の高度化を図り、我が国における教育・学術研究・文化ならび
に産業の発展に寄与することを目指す大学 ICT 推進協議会（AXIES）。2021 年 12 月に行われた
年次大会「AXIES2021」は、史上初めてオンラインと幕張会場のハイブリッド開催となりました。
シスコは Webex と Cisco Meraki テクノロジーを提供し、本イベント開催に協力しました。
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課題
・ コロナ禍で教育を取り巻く環境もドラスティッ
クに変化

・ オンラインでの会議、イベント開催や新たな
働き方が加速する一方、対面の必要性も再
認識された

・ 現地参加とオンライン双方のいいところ取り
したハイブリッド開催とすることで、アフター
コロナにおけるイベントの新たな理想形を示
す機会としたい

ソリューション
・ 設営が簡単、管理性も高い Cisco Meraki 
で、来場者に高品位なワイヤレス環境を提供

・ アプリから専用デバイスまでを持つWebex 
は、ハイブリッドなイベント開催に有用

・ イベントの双方向コミュニケーションをさら
に向上する Webex の新機能 Slido も活用

結果
・ 3 日間の期間中、大きなトラブルもなく無事
に終了

・ Webex と Cisco Meraki、インターネットと
クラウドを活用したシンプルなハイブリッド環
境を構築、参加者へ都合に合わせた選択肢
を提供

今後
・ シスコとはこれからの大学に求められる、オ
ンラインと対面の使い分け可能な、ハイブ
リッドな環境整備の共創に期待

シスコと共に現地と
オンライン双方の
いいところ取りした
ハイブリッド開催を実現し、
アフターコロナにおける
イベントの
新たな理想形を示す機会に
したいと考えました。
中村 修
慶應義塾大学 環境情報学部 教授
AXIES2021実行委員長
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「大学 ICT 推進協議会」の全体会の様子（およそ 50％ の参加者がオンライン参加）

課題
AXIES2021 の実行委員長を務める慶應義塾大学 環境情
報学部 教授の中村修氏は、本イベントをハイブリッドで開
催することとした経緯を、次のように話します。「AXIES 

の年次総会は、各大学から情報部門の教職員が一堂に会
して情報交換を行い、未来の教育のあり方を共創する重
要な場です。昨年は COVID-19 感染拡大対策として完全
オンラインにて実施しましたが、今年は 2 年ぶりの現地
開催にオンラインを組み合わせた、ハイブリッド型の開催
を決断しました。コロナ禍により、教育を取り巻く環境も
ドラスティックに変化しました。完全オンラインでの会議、
イベントの開催や新たな働き方が、Webex などのアプリ
ケーションと広帯域インターネットにより加速する一方で、
対面でのコミュニケーションの必要性が見直される場面も
多くあり、オンラインと対面の使い分けが重要であること
がわかってきました。そうした観点からも、今回のイベン
トは現地による対面でのコミュニケーションと、時間や場
所の制約を受けず参加できるオンライン双方のいいところ
取りしたハイブリッド開催とすることで、アフターコロナに
おけるイベント、カンファレンスの新たな理想形を示す機
会としたい、と考えました。」

同実行委員の慶應義塾大学 SFC 研究所 上席所員の工藤
紀篤氏は、このチャレンジをシスコと協働する意義を、次
のように話します。「カンファレンスやイベントのハイブリッ
ド開催は、時間や距離などの制約で出席が難しい方も参
加でき、インクルーシブな価値提供が実現する反面、従
来よりもさらに安定、高品質な通信環境の整備が求めら
れ、加えて現地とオンラインで参加する方々のコミュニ
ケーション分断への配慮など、実行難易度は各段に高くな
ります。まさに大学における授業の今後のあり方や各種イ
ベントが、これからどうあるべきかを考えているこの時期、
ネットワークインフラからコラボレーションまで豊富なテク
ノロジーとサービスを有するシスコと、一緒にチャレンジ
できることは、アフターコロナの大学のあり方を考える上
で、よいトライアルとなると考えました。」

シスコと一緒に
チャレンジすることは
アフターコロナのあり方を
考える上でよいトライアルの
機会になると捉えました
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Cisco Meraki アクセスポイント

Cisco Meraki クラウド管理画面

ソリューション
設営が簡単、管理性も高い Cisco Meraki
来場者に高品位なワイヤレス環境を提供

AXIES2021 の幕張会場では、Cisco Meraki クラウド管
理型ワイヤレス ソリューションを採用。30 台のアクセスポ
イントが稼働しました。同じく実行委員の慶應義塾 情報セ
キュリティインシデント対応チーム 助教の近藤賢郎氏は「ハ
イブリッド開催のイベントでは、これまで以上に高品質で
安定したワイヤレス提供が求められます。Cisco Meraki 

の魅力はまず、限られた期間内で少人数でもデプロイ可能
な設営のしやすさ。これまでは事前に 3 ～ 4 日合宿して
構築する必要がありましたが、今回は事前にクラウドで設
定を済ませておき、会場ではアクセスポイントの電源を入
れるだけで Config が自動投入されて、ゼロタッチで利用
が開始できました。サーバなどの機器持ち込みの必要もな
く、日帰り 2 日間で、しかもこれまでよりも少人数で設営
が完了しました。

もう 1 つの魅力は、管理性の高さです。カンファレンスや
イベントには多くのデバイスが持ち込まれ、大量の通信が
発生します。開催側は状態を監視し、常に高品位な無線
環境を提供することが求められます。Cisco Meraki は、
トラフィックの状態や認証成功率などをリアルタイムに把
握する管理機能があらかじめクラウドダッシュボードに組み
込まれていることで、管理性も高くユーザライクな UI によ
り、設定や操作も非常に簡単でした。」

アプリから専用デバイスまでを持つ
Webex のハイブリッドイベント活用メリット

現地とオンライン参加者の共通プラットフォームには、
Webex が採用されました。工藤氏はその効果をこう話し
ます。「ハイブリッド開催では講演や会議を会場内だけで
なく、オンラインの参加者にも臨場感を損なわず、かつ手
間のない操作で共有することが求められます。その点 

Webex は  PC アプリ、モバイルアプリに加えて専用デバ
イスがあり、事前の準備なしに Web ブラウザでも参加が
可能など環境に応じて使い分けられる点が魅力です。各会
議室では PC で、全体会など大会場での重要なカンファレ
ンスは複数のビデオ入出力に対応し、拡張性にも優れた専
用デバイスを利用することで、安定、高品質な双方向のカン
ファレンスがシンプルに実現します。画質はもちろん、ノイ
ズ除去機能が、にぎやかなイベント会場で、高い効果を発
揮しました。また、シスコの展示ブースでは小型の専用デバ
イス Webex Desk Pro による、双方向のリモート説明も実
施されました。これであれば子育てや介護などで現地に来
られない社員も参画でき、新しい働き方も実現します。」
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「大学 ICT 推進協議会」の講演当日

参加者の Webex 画面

シスコ展示ブース

イベントの双方向コミュニケーションをさらに向上
Webex の新機能 Slido も活用

本大会のハイライトとなる全体会では、Webex に追加さ
れた Slido も活用されました。Slido は、オンライン コミュ
ニケーションの際に、参加者の反応がわかりにくい、一方
向になりがちといった課題を解決するために開発されたク
ラウドサービスです。Webex でオンライン参加する参加
者だけでなく、会場にいる参加者もスマートフォンで Q&A 

やライブ投票機能にアクセスでき、会場とオンライン上の
すべての参加者のエンゲージメントを高めます。従来の選
択式アンケートに加えて、参加者の回答が画面に次々に表
示され、使われた回数に応じてその単語が大きくリアルタ
イムに表示される機能や、参加者からの質問をその場で受
け付ける、他の参加者の質問に「いいね」をすることで、
Q&A セッションに一体感を出し、その場を盛り上げること
もできます。

工藤氏はその効果を「ハイブリッド開催では会場とオンラ
インが分断せず、また講演者側の負荷を高めない工夫も
必要です。参加者全員が共通プラットフォームとして 

Slido を使うことで、現地とオンラインの区別を意識する
ことなく、スムーズなコミュニケーションが実現します。
いいね！ など共感を示す機能も有効ですし、現地参加者
も質疑応答がオンラインなら、手を挙げづらい、質問しづ
らいといった心理的障壁が払しょくされ、議論が活性化し
ます。また、こうしたやり取りは終了後に PDF やエクセル
でデータとしてすぐに抽出できるため、集計や分析もしや
すく、振り返りを次回開催に活かすことができるでしょ
う。」と語ります。
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慶應義塾大学 
環境情報学部 教授

中村 修 氏

慶應義塾大学 
SFC研究所 上席所員

工藤 紀篤 氏

慶應義塾
情報セキュリティインシデント対応チーム
助教

近藤 賢郎 氏

結果～今後
AXIES2021 は 3 日間の期間中、大きなトラブルもなく無
事に終了。幅広い分野における企画セッションや研究発表
が行われ、熱い議論が交わされました。

近藤氏はその評価と、シスコへの期待を次のように話しま
す。「これまでオンラインでのイベント開催には、大量の機
器を持ち込み、設営する手間もかかりましたが、今回は 

Webex と Cisco Meraki でインターネットとクラウドを活用
して、非常にシンプルにハイブリッドな環境を構築できまし
た。カメラやマイク、スピーカーなどの各種デバイスの進化
もあり、参加者には現地とオンラインをまたいで、自身の
都合に合わせた選択肢を提供できたのではないかと思いま
す。シスコにはネットワークインフラからセキュリティ、コラ
ボレーションなどのアプリケーションレイヤまで幅広いソ
リューションがありますので、今後とも密に連携できること
を期待しています。」

工藤氏は反響について「来場者、オンライン参加者共に操
作もわかりやすく、画質や音声についても満足とのアンケー
ト回答が寄せられました。会場でも、オンラインに接続す
ることで資料が手元で見やすかった、質疑応答もやりやす
かった、といったハイブリッド開催ならではの声も聞くこと
ができました。こうした声を次回以降に活かしていきたい。」
と語り、今後の展開として Webex に新たに仲間入りをす
る、複数のセッション、トラックをシームレスに同時開催で
きるオンラインイベント プラットフォーム Socio にも期待を
寄せます。「Webex プラットフォームとして Socio の機能
が使えることで、さらに包括的で費用対効果の高い、使い
やすいハイブリッドイベントが実現できると期待しています。
イベント開催がライブに戻る中、バーチャル体験と組み合わ
せることで、より多くの人たちと深く交流でき、その価値は
アフターコロナとなってもさらに高まるでしょう。シスコは長
く大学、研究機関などのコミュニティ、次世代への投資支
援を行い、今回のイベントでも多くのコントリビューションを
いただきました。大学で学ぶ学生は『未来からの留学生』で
あるべきで、大学は現代社会におけるインフラより数歩先
の環境で教育、研究を実施したい。シスコには日本のみな
らず世界の大学において、そうした環境の実現に向けた協
力に期待しています。」
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「大学 ICT 推進協議会」のガイドブック

製品 ＆ サービス
・ Webex Events

・ Slido

・ Cisco Meraki MR シリーズ

最後に中村氏は、これからの教育機関のデジタル化とシス
コへの期待について、次のように結びました。「コロナ禍と
いう未曾有の事態は、各機関にこれまで以上に未来の教育
現場のあり方を真剣に考え、さまざまなツールを使いこな
す機会をもたらしました。これからの大学はキャンパスの 

ICT だけではなく、場面によってオンラインと対面の使い分
け可能な、ハイブリッドな環境整備が求められます。シス
コとはこれまでも長くネットワークインフラや遠隔授業、セ
キュリティなど多岐にわたりお付き合いを続けてきましたが、
今後、我々はさらに多種多様なシステムと連携、インテグ
レーションし、使いやすいサービスとして提供していくこと
を求めます。シスコにはこれからもオープンなマインドを持
ち続け、教育機関のパートナーとしての共創に、期待してい
ます。」

その他の詳細情報
シスコの教育業界向けソリューションの詳細は、
https://www.cisco.jp/go/education を参照してください。

Slido の詳細は、
https://www.webex.com/ja/audience-engagement.

html を参照してください。

https://engage2demand.cisco.com/LP=15468?ecid=14762&dtid=oluhzzz001031
https://www.cisco.com/c/ja_jp/index.html
https://www.webex.com/ja/audience-engagement.html



